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１．研究計画の概要 
（１）酸塩基複合効果を基盤とする協奏機能
分子触媒の機能拡張と一般性の検証をする
とともに、これを用いた不斉還元反応を含む
実用的不斉炭素−炭素、炭素−窒素、炭素−酸
素結合形成反応を開発して協奏機能触媒反
応の概念の確立をめざす。 
（２）協奏機能触媒による水やメタンなどの
単純分子の活性化と不飽和化合物の触媒的
水和反応や炭化水素と二酸化炭素との付加
反応による触媒的カルボキシル化など新規
固定化反応の開発をめざす。 
（３）上記課題で開発した協奏機能触媒の効
率化を実現するために、超臨界流体化学との
融合を図り、革新的な協奏機能分子触媒化学
の確立をめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）協奏機能分子触媒による不斉炭素―炭
素結合および炭素―窒素結合形成反応の基
質適用範囲をオレフィンやアセチレン受容
体へと拡張した結果、より一般性の高い合成
手法へと展開できた。さらに、計算化学の手
法を活用しての新規不斉反応の反応機構を
解明し、より実用的不斉触媒反応として完成
しつつある。 
（２）水素化活性を有する協奏機能分子触媒
を活用して、環状酸イミドやアシルカーバメ
ートに加えてエステルやアミド化合物など
の極性不飽和結合の触媒的水素化反応の開
発に成功した。 
（３）キレートアミノホスフィンを配位子と
する協奏機能 Cp*Ru(P–N)錯体が、アルコール
の脱水素酸化能にも優れていて、置換基を有
するジオール類の位置選択的に環化ラクト

ン触媒として有効であることを見いだした。
位置選択性は基質の置換基のかさ高さや触
媒の微妙な構造変化に多大に影響を受ける
ことがわかった。ジオール類の選択的ラクト
ン化を用いて、リグナン類などの合成に成功
した。 
（４）キラルな N–C キレートおよび TsN–N キ
レート配位子を有する協奏機能触媒が酸素
を酸化剤とするアルコール類の速度論的分
割の触媒として有効であることを見いだし
た。協奏機能ヒドリド錯体が酸素の活性化能
を有することから、新たな酸素酸化反応への
展開の道が開けた。 
（５）協奏機能分子触媒の概念を単核から二
核錯体系へと拡張した結果、酸化還元能と協
奏機能を兼ね備えたイミド架橋二核ロジウ
ム錯体の合成に成功した。この錯体は、酸素
を用いるアルコール類や水素の酸化活性を
有することがわかった。 
（６）NHC カルベンの二酸化炭素活性化能を
利用して二酸化炭素とプロパジルアルコー
ルやエポキシドとの反応による環状カーボ
ネートの合成反応の開発に成功した。協奏機
能触媒と超臨界二酸化炭素との融合による
新たな反応開発の成功例である。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
これまで開発してきた協奏機能触媒の概念
拡張により、これまで難しいとされていた水
素や酸素の活性化および炭素—炭素結合や炭
素—窒素結合の形成など多くの成果をあげる
ことができ、当初の計画以上に進展してきて
いる。結果として、協奏機能触媒の基本概念
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が確立されつつあることは、評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
単核の協奏機能触媒の概念を二核錯体へ展
開できたので、さらに同じ概念をクラスター
さらには固体触媒へ展開をはかる。均一、不
均一の概念融合による実用に耐えうる協奏
機能触媒開発に向けて引き続き研究推進す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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